
事業の概要
（アクティビティ）

活動実績
（アウトプット）

施策⽬標
（インパクト）

政策名「原⼦⼒防災」
施策名「原⼦⼒災害対策の推進」

・万⼀の事故にも機能する防災体制を⽇頃から整備し、原⼦⼒災害による被害をでき
る限り軽減させる。
・福島第⼀原⼦⼒発電所の事故に伴い設定された帰還困難区域の帰還・居住に向けた
避難指⽰解除

解決すべき
問題・課題

原発⽴地道府県等が
⾏う原⼦⼒防災対策
に必要な経費につい
て、当該⾃治体から
の申請に基づき財政
⽀援

⾃治体において実施し
た、原⼦⼒防災対策に
必要な施設、設備、資
機材の整備、購⼊、維
持管理等

原⼦⼒施設周辺地域に
おける適切な防護措置
の実施

国や地⽅⾃治体等の
要員等への災害対応
能⼒向上のための研
修・訓練プログラム
等の実施

中⽬標
（アウトカム）

※インプットの内容は令和６年度のもの

評価期間：令和６年度〜令和10年度

【インプット】
R6予算：100億円
R5補正予算：27億円

【インプット】
R6予算：4.2億円の
内数

【参考指標】
・申請に基づき交付決
定した道府県の数

【測定指標】
・原⼦⼒災害対策重点区
域に含まれる市町村※の
避難計画策定件数
※福島県内を除く

・地域原⼦⼒防災協議会、
原⼦⼒防災会議における
「緊急時対応」の確認、
了承済み地域数

原⼦⼒災害時に必要と
なる基礎知識や能⼒の
習得により対応要員を
体系的に育成

国や地⽅公共団体、事
業者等の対応能⼒向上
及び地域防災計画等の
具体化・充実化

【参考指標】
・講話、中核⼈材・実
務⼈材研修等受講者

【測定指標】
・原⼦⼒総合防災訓練の
実施状況（原⼦⼒災害対
策要員（研修受講者に限
る）の原⼦⼒総合防災訓
練等参加率）

原⼦⼒災害から国⺠の
⽣命、⾝体及び財産を
保護

帰還困難区域におけ
る住⺠避難の徹底及
び同区域の⼊域を希
望する住⺠等につい
て安全な⼊域を確保
するため⼊域管理・
被ばく管理等を実施 帰還意向のある住⺠の

帰還及び帰還困難区域
の全⾯解除

特定復興再⽣拠点区
域外に係る帰還意向
確認、基礎情報の整
備、住⺠説明会等の
実施

【インプット】
R6予算：37.9億円

【インプット】
R6予算：3.9億円

特定復興再⽣拠点区域
外の住⺠の帰還意向の
把握、帰還に必要な範
囲の検討

特定帰還居住区域にお
ける避難指⽰の解除

【測定指標】
把握した住⺠の帰還意
向に基づく、特定帰還
居住区域の避難指⽰解
除に向けた取組の進捗

帰還困難区域における
⼊域管理・被ばく管理
等の着実な実施

帰還困難区域における
避難指⽰の受⼊れ及び
同区域の⼊域を希望す
る住⺠等の安全な⼊域
の確保【参考指標】

・コールセンターでの適
切な住⺠対応の実施 【測定指標】

・物理的防護措置の実
施による住⺠の避難の
徹底やスクリーニング、
個⼈線量管理の徹底等
による住⺠の安全な⽴
⼊りの実施


